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題
調
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と
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司
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六
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替

市

簿

載

京
都
一
帝
園
大
串
経
済
皐
部
創
立
二
十
年
記
念
論
集

間
島
・
戸
町
・
神
戸
・
小
川
・
河
上
・
河
町
・
山
本
・
作
川
の
潟
ヘ
致
役
宵
像

記
念
設
理
マ
史
講
演
金
古
川
良

司
支
の
仕
介
的
情
城

完
全
議
見
の
問
週

昨
日
下
に
於
け
る
曲
一
「
一
主
計
芳
生
円

市
川
一
ー
や
す
ζ

川
崎
「
〉

-
J
J

H

J

R
バ
/
E
F

山
一
し
た
の
咋
肝
ぺ
ん
に
は
品
川
崎
か
川
町

十
千
ス
の
経
替
共
同
悼
の
川
弐
一
川
及
び
時
治
に
就
て

徳
川
時
代
の
経
州
統
制

信
用
刻
一
冶
と
汁
ハ
の
続
品
川
的
立
川
礎

金
全
国
制
紫
と
し
て
の
再
保
険

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
パ

l
の
岡
氏
十
七
議

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
物
限
切
勤
用
論

中
小
工
式
と
市
場

没
限
値
性
却
論
の
成
立

政
策
事
と
し
て
の
日
本
経
怖
感

i

日
本
経
枠
組
干
の
根
本
原
矧

経
済
製
部
二
十
年
そ
岡
山
側
し
て

経
唱
円
車
部
創
立
二
十
年
記
念
経
済
成
ア
命
日
大
命
日
記
事

A

果

報

外
聞
雑
誌
論
忍

法

準

博

士

文
岡
市
市
市
士

mm
神
間
間
博
士

明
日
清
挙
時
士

沼
市
片
山
手
と

紹

涛

事

士

畑
開
済
同
市
平
士

紹
済
問
晴
子
士

抑
制
併
事
士

澱
済
相
尚
子
士

純
済
問
団
中
土

経

済

翠

士

割
問
済
間
帯
士

締
済
措
博
士

線
持
率
博
士

額
済
同
市
平
博
士

川

湖

郎

古

川

保

民

八

木

芳

之

助

均

一

、

口

什

情

況

に

京

一
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宇

川

賞

之

助

堀

江

保

古

川

中

谷

賀

佐

波

宣

卒
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問
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興
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信
用
理
論
と
其
の
級
祷
的
某
礎

一O
六

信
用
理
論

ミ
其
の

経
済
的
基
礎

中

ノ弘、

Iコマ

賓

序

4

一二回

総
ゆ
る
粧
凡
倫
理
論
が
其
の
恭
礎
と
た
れ
る
社
合
的
統
済
的
事
情
に
よ
っ
て
制
約
サ
ら
れ
る
事
は
言
ふ
迄
も
た
い
所
で
あ
る
が
、
信

用
理
論
も
亦
共
の
時
々
に
於
け
る
経
済
組
織
乃
至
は
共
の
基
礎
的
概
念
に
よ
っ
て
影
響
せ
ら
れ
る
所
が
犬
で
あ
る
。
今
日
個
人
主
義

及
び
共
の
最
高
の
設
展
段
階
に
る
る
資
本
主
義
の
経
済
が
否
定
せ
ら
れ
て
、
共
の
劃
瞭
的
地
位
を
占
む
可
き
全
世
主
義
が
高
調
せ
ら

れ
た
り
、
或
は
此
等
用
者
を
止
揚
し
た
る
も
の
と
し
て
閣
民
主
義
と
か
共
同
憾
の
思
想
が
唱
へ
ら
れ
て
来
た
が
、
要
す
る
に
粧
怖
行

舗
は
個
人
の
孤
立
的
活
動
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
問
題
は
個
悼
と
金
剛
院
と
の
閥
係
に
存
ナ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
個
人

の
自
由
競
争
に
よ
る
経
済
活
動
に
よ
っ
て
全
閥
的
に
も
調
和
あ
る
粧
消
の
設
展
が
期
待
せ
ら
れ
る
校
友
情
勢
の
下
に
於
て
は
、
個
人

的
自
由
意
志
が
隼
重
せ
ら
れ
て
経
済
理
論
も
亦
よ
り
多
く
個
人
の
経
済
行
震
に
着
眼
す
も
の
で
あ
る
が
‘
粧
品
何
内
又
は
経
済
外
(
例
へ

ば
政
治
的
)
の
諸
々
の
理
由
よ
り
最
平
や
個
人
の
自
由
去
る
経
済
活
動
に
の
み
委
し
て
置
か
れ
得
な
い
殺
に
在
れ
ば
、
十
な
に
会
館
の
意

志
又
は
目
的
が
よ
り
多
く
骨
弔
意
せ
ら
れ
或
は
全
惜
と
伺
人
と
の
調
和
が
考
究
せ
ら
れ
る
事
と
な
る
。
更
に
現
今
世
界
は
会
館
主
義
園

家
群
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
問
中
家
群
と
に
二
分
せ
ら
れ
て
互
に
闘
争
し
、
共
の
何
れ
が
勝
利
を
占
め
る
か
は
照
来
の
事
賞
に
よ
っ
て
の
み

判
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
た
い
が
、
少
く
共
敵
州
大
戦
前
に
於
け
る
が
如
き
圏
内
的
及
び
国
際
的
の
自
由
主
義
は
大
戦
に
よ
っ
て
完
全



に
崩
壊
し
、
世
凶
作
不
況
に
弐
ぐ
再
軍
備
の
撰
充
巣
求
は
結
局
各
園
を
し
て
。
フ
ロ
ッ
ク
経
消
化
及
び
共
の
ア
ウ
タ
ル
キ
ー
化
へ
と
進
ま

し
め
る
事
と
な
っ
た
。

斯
く
て
現
賓
の
経
済
に
於
て
、
資
本
主
義
経
済
組
織
が
壊
滅
す
可
き
や
否
や
は
此
れ
を
別
と
し
て
も
、
少
く
共
資
本
主
義
経
済
自

悼
の
困
難
を
打
開
す
る
矯
め
に
又
は
軍
事
闘
係
の
矯
め
に
自
由
主
義
経
情
よ
り
統
制
経
併
へ
移
行
し
来
っ
た
事
は
事
責
で
あ
り
、
夏

に
経
済
理
論
に
於
て
も
、
個
人
主
義
的
友
る
観
察
よ
り
も
寧
ろ
全
館
主
義
的
な
又
は
共
同
閥
的
た
る
観
察
が
支
配
的
と
左
り
、
同
時

に
信
用
理
論
も
亦
共
の
基
礎
が
鑓
化
し
来
れ
る
事
を
怨
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
共
の
努
迭
は
閣
に
よ
っ
て
遜
速
の
差
が
あ
る
の

み
な
ら
や
、
信
用
山
芸
酬
の
各
分
野
に
於
て
、
平
く
よ
り
人
士
山
即
日
経
消
に
着
服
し
た
る
現
論
も
あ
れ
ば
最
近
に
も
個
人
主
義
的
友
る
観
察

か
け
一
岡
崎
明
ず
る
も
の
も
仔
ず
る
漆
む
あ
っ
て
一
慌
に
此
れ
を
論
じ
得
な
い
の

c
b
る
が
、
心
ノ
ぐ
共
折
れ
る
機
合
に
於
て
、
過
去
の
信
川

間
叫
論
を
共
の
来
礎
的
経
済
保
件
と
の
闘
聯
に
於
ど
再
吟
味
し
、

T
T」
聞
い
」
「
Y
〉
き

3・1
R
S間
f

日

d
P
7
3七
企
院
近
コ
二
二

L
L

コ
z
乙
主
ミ
J

仁
F

E
d
-
J，
ι『
じ
七
「
川
ー
士
一
副
首
立
や
T
A
J一説
d
J
t
3
J
由

J
J
F
U
一

礎
付
け
が
果
し
て
安
営
な
り
や
否
や
そ
検
討
す
る
事
は
決
し
て
無
意
義
な
ら
ざ
る
事
と
忠
は
れ
る
の
で
あ
る
。

ご
一
日
ふ
迄
も
無
く
信
用
現
論
は
共
の
領
域
が
極
め
て
庚
く
、
共
の
金
分
野
に
亙
っ
て
某
礎
的
経
済
保
件
又
は
経
済
翻
と
の
闘
聯
を
考

察
す
る
事
は
一
小
論
の
到
底
よ
く
矯
し
能
は
ざ
る
事
柄
で
る
る
か
ら
、
議
で
は
共
等
諸
分
野
の
中
で
貨
幣
の
本
質
信
用
制
度
及
び
信

用
政
策
の
三
者
に
闘
し
て
此
れ
が
考
察
を
試
み
た
い
の
で
あ
る
。

ー
ー

貨
幣
本
質
に
於
け
る
個
人
的
考
察
と
会
開
的
考
察

貨
幣
が
一
般
的
交
換
手
段
で
あ
る
事
は
何
人
も
異
論
を
差
挿
む
徐
地
た
き
所
で
あ
る
。
即
ち
貨
幣
は
個
別
経
済
そ
の
も
の
の
み
に

信
用
理
論
と
其
の
経
済
的
基
礎

O 
七



信
用
理
論
と
其
の
経
済
的
某
礎

C 
i¥. 

つ
い
て
見
れ
ば
会
く
存
在
の
貴
義
宏
弁
も
の
で
あ
り
、
個
別
相
粧
品
川
間
に
交
換
が
行
ば
れ
此
の
交
換
が
貨
幣
に
よ
る
所
の
賢
買
の
形
式

に
於
て
行
は
れ
る
に
至
っ
て
初
め
て
共
の
意
義
を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
貨
幣
の
本
質
に
凶
附
し
て
も
純
然
た
る
個
人
的
又

は
個
別
経
済
的
考
察
と
一
エ
ふ
も
の
は
考
へ
得
ら
れ
や
、
如
何
に
個
人
主
義
的
宏
貨
幣
本
質
相
慨
も
常
に
市
揚
の
存
芥
を
前
提
し
て
ゐ
る

事
は
言
ふ
泡
一
も
畑
山
。
内
時
に
叉
知
何
に
全
般
主
義
的
な
る
考
察
と
一
日
一
口
つ
ナ
一
も
、
貨
幣
は
本
来
個
別
紅
済
聞
の
安
換
に
依
っ
て
共
の

a
F
r
t
l
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叶
佐
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L
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る
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ホ
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M
d
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認
め
ら
れ
る

η
で
あ
る
か
ら
、

ιky-
自
払
何
日
足
む
狩
静
及
ぴ
九
世
憾
粧
桝
む
ん
rh
舟-業
L
4
K
そ
計
害
総
体
に
刊
れ
て
は
貨
幣
必
布
4許
庁
考
〈
符
ら
れ
た
い
か
ら
で
&
る
c

掛川

し
た
が
ら
等
し
く
全
般
と
個
陣
と

E
考
察
す
る
に
際
し
で
も
、
共
の
何
れ
に
貫
一
貼
を
置
く
か
に
従
っ
て
異
り
た
る
理
論
が
得
ら
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
貨
幣
の
本
質
に
闘
し
で
も
亦
個
人
主
義
的
貨
幣
本
質
観
と
会
開
主
義
的
旬
幣
本
質
槻
と
が
考
へ
ら
る
可
〈
、
更
に
共

等
の
中
聞
に
位
す
る
諸
種
の
貨
幣
本
質
観
が
成
立
す
る
諜
で
る
る
。
放
に
認
で
は
売
ヲ
諸
種
の
旬
幣
本
質
視
が
伺
人
中
十
人
義
か
会
関
主

義
か
如
何
な
る
立
揚
を
執
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
事
?
と
す
る
。

貨
幣
の
一
本
質
に
闘
し
て
は
誠
に
君
し
き
れ
ざ
る
程
の
多
穂
多
様
の
諸
説
争
見
向
し
得
る
諜
で
る
る
が
、
此
れ
を
大
別
し
て
商
日
開
設

と
非
商
品
設
と
に
分
た
る
可
〈
、
一
九

O
五
年
ク
ナ
ッ
。
フ
が
彼
の
「
旬
幣
関
定
曲
併
設
!
「
に
於
て
右
の
商
品
設
守
合
同
胸
中
士
義
と
呼
ん
で
以

来
は
、
金
属
主
義
と
名
自
主
義
と
の
名
を
以
て
分
類
せ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
今
金
属
主
義
の
貨
幣
本
質
視
を
見
る
に
、
此
れ
に

よ
れ
ば
貨
幣

ι商
品
で
あ
り
そ
れ
自
機
素
材
使
他
を
持
た
心
ば
た
ら
む
。
市
し
て
貨
幣
が
貨
幣
た
る
矯
め
に
は
僚
値
測
度
た
あ
職
能

を
ば
絶
針
に
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
.
そ
れ
は
貨
幣
素
材
に
慣
値
あ
れ
ば
こ
そ
初
め
て
可
能
な
り
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
現
賓
の

貸
幣
が
金
属
貨
懲
の
如
く
常
に
そ
れ
問
問
素
材
釘
侃
あ
る
事
を
要
求
せ
ら
れ
る
も
の
で
友
く
、
数
量
の
制
限
せ
ら
れ
た
る
紙
幣
も
亦

G. F. Knapp; Staatliche Theorie de.s Gelnes 190:;.. 
Roscher; GruncUagen der Nationalokonomie， 25 Au日， s. 340 
例三、 Knies; Das Geld 2 A 11日 S.2，.

Langhlin; The Principles of J¥'Ioney p. 2. 
Diehl; TheoretUiche Nationalokonomie S. ;:5 :2-~:S7・
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金
国
閣
を
代
表
す
る
意
味
に
於
て
債
値
測
皮
な
る
職
能
を
有
し
従
っ
て
貨
幣
左
り
と
一
一
一
一
回
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
揚
合
に
も
常
に
紙

幣
の
慣
値
が
金
属
の
畑
出
値
に
著
し
き
事
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
M

然
ら
ぱ
右
の
如
き
金
属
主
義
の
貨
幣
論
は
何

放
に
斯
く
迄
貨
幣
の
素
材
債
値
を
宇
田
一
服
す
る
か
。
金
属
主
義
論
者
は
貨
幣
生
成
の
歴
史
的
考
詮
に
よ
っ
て
貨
幣
が
商
品
で
あ
っ
た
事

を
主
張
す
る
の
が
常
で
あ
り
、
貨
幣
制
度
の
殻
達
し
な
か
っ
た
未
開
の
時
代
に
於
て
は
、
貨
幣
争
」
保
有
す
る
個
人
が
そ
れ
白
樺
素
材

使
値
あ
る
貨
幣
で
な
け
れ
ば
何
人
も
交
換
の
代
償
と
し
て
此
れ
を
受
領
す
る
事
を
欲
し
も
恐
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
事
が
貨
幣
制

度
の
議
達
し
た
る
時
代
に
至
つ
で
も
向
、
貨
幣
hr
一
保
有
す
る
個
人
の
利
袋
の
保
護
の
震
め
一
に
貨
幣
の
素
材
債
値
を
煮
現
ず
る
所
以
と

考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
削
ち
金
属
主
義
の
貨
幣
本
質
調
は
全
〈
個
人
主
義
的
視
察
陀
某
礎
を
置
け
る
も
の
と
一
一
一
一
日
以
得
る
の
き
る
る
。

故
に
首
き
貨
幣
論
者
は
す
ふ
迄
も
な
く
町
近
代
に
於
亡
も
ミ

1
ゼ
ス
の
却
を
は
、
日
パ
の
個
人
主
義
的
た
る
嗣
偶
然
に
立
つ
限
り
貨
幣
の
木

質
に
山
制
し
て
も
必
然
的

κ金
属
主
義
に
落
付
か
ざ
る
を
停
止
な
か
勺
た
む
で
は
た
い
か
c

若
し
紋
に
よ
れ
ば
、

経
済
的
流
通
は
個
人
の

僚
値
測
度
の
上
に
打
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
如
何
に
彼
が
貨
幣
の
職
能
債
値
金
主
張
し
て
も
、
結
局
は
貨
幣
を
以
て
指
闘
詮

家
と
は
言
は
れ
得
十
一
の
経
済
刷
用
と
云
は
ね
ば
な
ら
ね
の
で
あ
る
。

調
。
て
名
目
主
義
の
貨
幣
本
質
問
に
つ
い
て
見
る
に
、
名
目
主
義
と
呼
ば
れ
る
も
の
陀
は
或
は
リ
1

7

7

ン
の
如
〈
に
貨
幣
を
以

て
抽
象
的
計
算
単
位
と
す
る
読
も
存
し
て
は
ゐ
る
が
、
寧
ろ
ベ
ン
デ
ィ
ク
セ
ン
や
ヱ
ル
ス
タ
ー
の
栗
山
村
設
が
章
一
市
首
た
る
品
川
作
kr」
占
め

て
ゐ
る
。
ベ
ン
デ
ィ
ク
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
生
産
者
は
共
同
憾
の
矯
め
に
生
産
し
消
費
者
は
共
岡
山
間
全
棋
の
奉
仕
を
要
求
す
る
と
云
ふ
前

提
の
下
に
時
貨
幣
は
商
品
に
封
ず
る
一
般
的
参
加
巣
家
な
り
と
見
ら
州
、
叉
エ
ル
ス
グ
ー
に
よ
り
て
も
、
同
様
の
前
提
の
下
に
、
貨
幣

は
枇
品
問
的
生
産
物
に
封
ず
る
参
興
能
力
と
其
の
大
さ
を
示
す
も
の
剖
ち
購
買
力
な
り
と
言
は
れ
、

又
一
般
的
参
奥
手
段
的
な
り
と
も

信
用
理
論
と
其
白
経
済
的
某
礎

O 
九

拙著、新金融理論、 33頁参照。
Laughlin; ibid. p. 6-15. 
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信
用
理
論
と
其
の
終
済
的
茶
礎

一
吉
は
れ
て
ゐ
る
。
共
に
個
人
よ
り
も
寧
ろ
共
同
開
会
慌
に
着
服
し
て
、
貨
幣
の
潜
む
峨
能
上
り
北
べ
の
本
質
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
ワ

。

て
、
金
属
主
義
論
者
が
個
人
主
義
的
な
る
と

E
に
劉
腕
的
地
位
に
立
つ
も
の
と
一
百
は
ね
ば
左
ら
な
い
。
勿
論
個
人
主
義
者
で
あ
り
個

別
経
済
に
着
服
し
て
貨
幣
理
論
を
立
て
訟
が
ら
偽
金
属
主
義
的
立
揚
を
採
ら
や
寧
ろ
折
衷
設
を
採
れ
る
モ
ル
の
如
き
も
あ
り
、
更
に

名
目
的
貨
幣
論
た
る
リ
1

7

7

ン
に
も
個
人
主
義
的
危
る
所
が
多
分
に
見
出
さ
る
る
等
、
個
人
主
義
と
金
刷
局
主
義
及
び
全
般
的
規
祭

と
名
同
主
義
と
一
「
士
山
尚
び
つ
き
が
必
や
し
も
例
外
な
〈
ポ
朕
せ
ら
れ
る
の

ε
は
泣
い
が
、
大
刊
に
於
て
右

ρ
附
係
は
認
め
侍
る
も

ρ

と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
る
十
僻
的
概
察
む
J

止
易
を
更
に
徹
底
し
て
岡
山
誌
に
芳
劉
を
世
〈
時
に
は
、
ク
ナ
ッ
プ
の
如
く
「
貨
幣
は
訟

制
の
所
産
な
り
」
と
も
云
は
ね
ば
左
ら
た
く
左
る
の
で
あ
る
。
而
も
大
慌
に
於
て
、
金
問
的
観
察
に
基
け
る
名
目
主
義
の
貨
幣
論
が

吠
第
に
支
配
的
と
た
り
来
っ
た
と
一
一
員
ひ
得
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
立
場
よ
り
は
銀
行
公
共
の
他
の
紙
幣
の
み
友
ら
や
預
金
通
貨
も
亦

貨
幣
た
る
事
が
主
張
せ
ら
れ
る
の
で
る
る
。

命
貨
幣
の
本
質
論
に
於
て
、
金
属
主
義
或
は
名
目
主
義
を
貫
か
ん
と
す
る
揚
合
に
は
一
の
解
け
難
き
困
難
に
遭
遇
す
る
事
に
注
意

せ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
印
ち
そ
の
困
難
と
は
圏
内
貨
幣
と
図
際
貨
幣
と
を
統
一
的
に
説
明
せ
ん
と
す
る
揚
合
に
起
る
も
の
で
る
っ
て
.
若
し

金
属
主
義
に
よ
れ
ば
園
際
貨
幣
は
説
明
せ
ら
れ
で
も
園
内
貨
幣
が
説
明
せ
ら
れ
十
、

又
名
目
主
義
に
よ
れ
ば
圏
内
貨
幣
に
は
問
題
が

た
く
共
園
際
貨
幣
の
設
明
が
興
へ
ら
れ
な
い
鈷
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
今
視
船
を
蟹
へ
て
、
最
近
の
国
民
経
済
又
は
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
を

一
の
個
別
経
済
と
考
へ
、
世
界
経
済
を
個
別
経
済
の
集
合
と
見
れ
ば
、
少
〈
共
闘
際
的
協
調
主
義
が
勃
興
し
て
一
の
世
界
経
済
が
確

立
せ
ら
れ
な
い
限
り
は
園
際
貨
幣
に
全
慌
的
考
察
が
加
へ
ら
れ
る
険
地
が
左
く
、
而
も
間
内
貨
幣
に
は
全
般
的
考
察
を
加
ふ
可
き
傾

向
が
日
放
々
班
、
き
事
が
見
取
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
困
難
を
解
か
ん
と
寸
る
企
て
の
却
て
無
謀
な
る
事
が
知
ら
れ
得
る
の
で
る
る
o
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信
用
制
度
に
現
ば
れ
た
る
個
人
主
義
と
会
瞳
主
義

貨
幣
の
本
質
に
闘
す
る
金
属
主
義
が
個
人
主
義
的
田
山
想
の
一
上
に
立
ち
名
自
主
義
が
全
館
的
観
察
の
上
に
立
て
る
事
、
並
び
に
此
の

全
鰹
的
観
察
に
基
く
貨
幣
本
質
観
が
欧
洲
大
戦
後
急
激
に
勃
興
し
来
っ
た
事
は
前
活
の
所
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
此
れ
と
同
様
の

傾
向
は
貨
幣
制
度
乃
至
信
用
制
度
に
於
て
も
亦
此
れ
を
認
め
る
事
が
山
川
来
る
の
で
あ
る
。

先
づ
国
際
貨
幣
た
る
本
位
貨
幣
の
制
皮
に
つ
い
て
見
る
に
、
欧
洲
大
戦
前
に
於
け
る
が
如
き
間
際
的
自
由
主
義
の
華
や
か
で
あ
っ

た
時
代
に
は
、
金
本
位
制
が
金
科
王
線
と
し
て
運
用
せ
ら
れ
、
而
も
世
界
経
済
全
般
の
立
場
か
ら
で
は
友
〈
各
閥
そ
れ
メ
¥
に
つ
い
て

個
人
主
義
的
に
運
肘
せ
ら
れ
て
共
の
殺
を
事
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
洞
し
て
大
城
後
一
時
は
間
際
的
協
調
主
義
が
誠
放
せ
ら
れ
て
ヤ

ン
グ
集
何
本
〈
間
際
総
州
銀
行
が
設
立
サ
ム
一
れ
た
の
で
あ
る
が

:

i

h

f

・

-

p

・:
:
l

巾
山
川
一
イ
羽
1
」
再
昨
中
山
同
日
~
豆
諸

Z

U
ヌ
A-

者
間
四
を
し
て
全
斗
H
W
市
在

離
脱
せ
し
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
内
に
於
け
る
全
般
主
義
的
色
彩
が
濃
厚
と
た
り
来
っ
た
の
で
あ
る
。

突
に
園
内
貨
幣
と
し
て
の
銀
行
券
の
務
行
制
度
に
つ
い
て
見
る
に
、
務
券
銀
行
が
分
散
主
義
上
り
次
第
に
集
中
主
義
に
移
り
来
つ

た
事
は
明
ら
か
に
図
民
経
附
会
鑓
へ
の
闘
心
が
一
向
、
ま
っ
た
事
を
示
す
も
の
と
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
向
其
庭
に
は
個
人
主
義

的
危
る
も
の
が
多
分
に
存
し
て
ゐ
た
と
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
印
ち
銀
行
鼻
悼
の
殻
行
に
闘
し
で
は
、
平
く
よ
り
通
貨
主
義
と

銀
行
主
義
と
の
針
立
が
あ
り
、
現
貫
に
は
一
八
四
四
年
の
ぜ
l
ル
傑
例
と
し
て
通
貨
主
義
が
英
蘭
銀
行
に
採
用
せ
ら
れ
る
事
と
左
つ

た
が
、
此
の
通
貨
主
義
た
る
や
全
く
リ
カ
ル
ド
の
個
人
主
義
的
な
る
生
産
費
設
の
上
に
立
つ
も
の
で
る
っ
て
、
営
時
の
如
き
間
際
的

自
由
主
義
を
前
提
と
し
て
の
み
漸
く
此
れ
が
是
認
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ぽ
銀
行
主
義
は
如
何
と
見
る
に
、
此
れ
又
個
人
の
取

信
用
理
論
と
共
の
純
済
的
某
礎



信
用
理
論
と
其
の
純
済
的
基
礎

引
決
済
の
矯
め
の
信
問
需
要
に
麿
じ
て
銀
行
法
を
増
減
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
主
義
的
た
張
家
制
度
で
あ
る
事
は
一
五
ふ

迄
も
な
き
所
で
る
ら
う
。
斯
く
て
一
定
額
以
と
の
全
額
準
備
を
要
求
す
る
所
の
通
貨
主
義
が
金
属
主
義
的
立
場
に
立
つ
事
は
言
ふ
迄

も
な
い
が
、
銀
行
主
義
も
亦
根
本
に
於
て
金
属
主
義
に
立
て
る
事
は
想
像
に
難
く
友
い
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
欧
洲
大
戦
後
に
於
て
は
、
護
法
銀
行
と
政
府
と
の
閥
係
は
愈
々
出
荷
接
と
な
り
、
強
山
本
銀
行
は
全
岡
氏
経
済
の
矯
め
の
信

附
政
策
の
槍
常
者
と
し
て
、
割
引
政
策
及
び
公
一
関
市
揚
政
策
に
よ
っ
て
顕
著
怠
る
放
紘
k
f
眠
中
げ
た
の
で
あ
る
。
殊
K
金
本
位
制
の
山
川

壊
と
4
4

ハ
に
管
制
叫
通
貨
の
思
想
が
現
は
れ
来
れ
ば
、
務
総
銀
行
は
全
く
金
岡
田
絞
前
の
筑
め
の
活
貨
捨
山
首
者
た
る
地
位
を
獲
得
す
る
に
主

っ
た
と
一
一
一
日
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

突
に
預
金
通
貨
の
制
度
に
つ
い
て
見
る
に
、
預
金
通
貨
が
貨
幣
と
見
倣
さ
れ
る
の
は
全
〈
名
目
的
貨
幣
本
質
論
の
勃
興
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、

又
銀
行
に
よ
る
預
金
通
貨
の
創
造
が
可
能
友
の
は
、
会
〈
全
憾
の
紅
消
枇
舎
の
信
用
秩
序
が
確
立
せ
る
事
に
恭
く
も
の

で
は
あ
る
が
、
市
も
街
此
れ
が
個
人
的
株
式
銀
行
に
よ
う
で
創
造
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
は
、
共
の
信
問
創
浩
が
多
分
に
個
人
主
義
的
で

あ
る
事
を
物
語
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
預
金
通
貨
の
剣
道
は
生
産
の
増
大
延
い
て
は
資
本
主
義
的
粧
情
愛
展
に
貢
献
す
る
所

が
大
で
は
あ
っ
た
が
‘
園
民
経
済
全
慢
の
立
揚
よ
り
見
て
、
是
認
し
難
き
信
用
創
造
も
亦
盛
ん
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
或
は
銀

行
自
憶
の
替
利
の
渇
及
に
専
念
し
て
過
度
の
信
用
掠
張
を
行
ひ
、
以
て
銀
行
の
破
綻
に
よ
っ
て
同
氏
経
済
に
多
大
の
耐
害
を
興
へ
た

の
み
た
ら
や
、
更
に
園
民
経
済
企
憾
の
上
よ
り
見
て
忠
は
し
か
ら
ざ
る
方
面
に
信
用
棋
張
を
行
ひ
、
所
謂
資
本
の
誤
用
を
肯
で
し
た

事
も
少
く
は
友
か
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
各
銀
行
は
共
の
破
綻
を
売
れ
る
震
め
に
一
定
の
支
挽
準
備
率
を
維
持
す
る
事
を
心
が
け
て

は
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
最
初
は
専
ら
銀
行
家
の
恋
意
に
委
せ
ら
れ
、
国
民
経
済
企
躍
の
統
一
あ
る
統
制
は
行
は
れ
得
た



か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
も
預
金
通
貨
こ
そ
は
園
以
内
経
済
に
と
っ

τ最
も
大
な
る
影
響
を
奥
へ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
支
梯
準
備

の
統
制
に
よ
っ
て
預
金
通
貨
の
教
室
を
統
制
せ
ん
と
す
る
企
て
が
試
み
ら
れ
る
事
と
た
っ
た
。
邸
ち
支
梯
準
備
率
を
預
金
に
針
し
て

一
定
比
率
以
上
に
保
有
ナ
可
き
事
を
要
求
す
る
所
の
準
備
率
の
法
定
が
此
れ
で
あ
り
、
更
に
此
の
準
備
率
を
随
時
時
変
更
す
る
の
穣
限

を
ば
政
府
又
は
中
央
銀
行
に
輿
へ
ん
と
の
要
求
す
ら
現
は
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ふ
G

誌
に
於
て
預
金
通
貨
の
創
造
に
闘
す
る
全
閣

的
観
察
の
意
味
が
徐
程
加
味
せ
ら
れ
る
事
と
友
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
斯
か
る
要
求
が
北
米
合
衆
固
の
み
友
ら
や
英
闘
に
於
て
す
ら
も

ケ
イ
ン
ズ
に
よ
っ
て
主
張
せ
ら
れ
た
事
は
誠
に
注
目
に
値
す
る
所
で
あ
る
。
又
預
金
通
貨
を
創
法
ナ
る
銀
行
そ
の
も
の
の
統
制
に
闘

或
は
銀
行
の
合
併
合
同
策
が
詳
ぜ
ら
れ
た
り
、

立
が
奨
求
せ
ら
れ
る
に
五
つ
穴
の
で
あ
る
が
ρ

更
に
ヘ
ル
司
ン
の
如
き
は
.
全
組
中
目
一
義
的
伝
場
一
よ
り
涜
金
通
貨
そ
の
も
の
の
岡
家
管
辺

町
出
い
て
は
合
金
融
組
織
。
崎
守
化
h
t
J

円
以
一
日
寸
る
に
五
つ
わ
の
い
し
あ
る
。

日

の
斜
め
に
必
要
・
な
り
と
し
て
此
れ
を
主
張
す
る
の
で
る
る
が
、

し
て
は
、

シ
ユ
ト
テ
ル
ク
の
主
張
す
る
如
き
地
方
的
職
業
階
級
的
友
る
銀
行
組
織
の
確

ヌ
ド
イ
マ
ー
も
信
州
組
織
の
図
有
が
粧
洞
の
計
藁
的
指
導

誌
に
於
て
会
館
主
義
の
立
揚
よ
り
す
る
貨
幣
制
度
の
統
制
は
全
く
共

の
俸
に
達
し
た
も
の
と
見
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
金
融
機
闘
の
図
有
と
一
一
一
日
ふ
事
に
つ
い
て
は
、
委
家
銀
行
に
つ
い
て
は
問
題
の
存
し
な
い
所
で
あ
る
が
、
預
金
通
貨
を
伏

給
す
可
き
商
業
銀
行
又
は
信
用
銀
行
に
闘
し
て
は
尚
多
く
の
問
題
が
存
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
卸
ち
或
は
、
信
用
需
要
は
各
地
域
及

ぴ
各
経
済
領
域
に
於
て
具
る
も
の
?
あ
る
か
ら
寧
ろ
従
来
の
ま
ま
に
私
的
の
銀
行
に
此
れ
を
取
扱
は
し
め
、
国
家
は
此
れ
を
監
督
す

る
と
共
に
此
れ
に
よ
っ
て
生
宇
る
紋
陥
は
宰
る
他
の
公
的
銀
行
を
設
立
す
る
事
に
よ
っ
て
補
ふ
可
し
、
と
す
る
議
論
も
強
い
の
で
あ

る
。
勿
論
斯
か
る
信
問
機
関
の
国
有
に
闘
す
る
是
非
は
園
に
よ
り
て
具
る
も
の
で
あ
っ
て
一
概
に
此
れ
を
論
じ
得
友
い
の
で
は
る
る

信
用
理
論
と
其
内
総
神
的
基
礎

一一一

柏署、新金融想論、 177頁以下。
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信
用
理
論
と
其
の
経
済
的
基
礎

四

が
、
少
〈
共
金
剛
閥
的
岡
氏
経
桝
の
親
知
よ
り
信
用
統
制
を
行
ひ
易
き
種
々
左
る
方
策
が
諦
ぜ
ら
れ
て
来
た
事
に
注
意
せ
ね
ば
友
ら
む

の
で
あ
る
。

四

極
構
的
基
礎
の
後
展
と
信
用
政
策

党
づ
信
市
の
創
浩
が
可
能
な
り
や
否
や
、

叉
信
用
創
造
が
関
関
粧
品
川
人
七
慨
に
つ
い
て
如
何
段
る
意
義
佐
有
す
る
か
と
一
目
ふ
一
事
は
、

個
人
主
義
乃
至
自
由
主
義
の
枇
舎
と
金
鵠
主
義
の
祉
曾
と
に
於
て
著
し
く
具
、
る
も
の
で
め
る
。
勿
論
自
由
主
義
個
人
主
義
の
枇
舎
に

於
て
も
、
信
用
創
浩
が
可
能
左
る
の
み
た
ら
や
そ
れ
が
経
済
の
梼
治
的
褒
展
に
多
大
の
貢
献
を
た
し
得
る
事
は
巴
に
一
般
に
認
め
ら

れ
た
る
所
で
あ
る
が
、
此
の
事
は
統
制
経
済
乃
至
全
鰭
主
義
経
済
に
於
て
は
一
一
暦
強
き
意
味
を
以
て
現
は
れ
る
の
で
る
る
。
例
へ
ば

J
Y

ム
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
経
済
そ
の
も
の
は
自
己
臼
的
的
で
は
た
く
目
的
責
現
の
震
の
手
段
の
一
組
縦
で
あ
り
、
経
済
の
最
高
目
的

は
消
費
で
あ
り
、
更
に
消
費
の
目
的
は
園
民
の
生
命
及
び
文
化
の
維
持
褒
展
で
あ
る
。
市
し
て
此
の
最
高
目
標
の
達
成
の
矯
め
に
は

種
A

友
る
手
段
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
る
る
が
、
貨
幣
制
度
こ
そ
は
共
等
の
中
で
高
順
位
の
手
段
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
帽
に
あ
っ
点
、

特
に
信
用
政
策
が
経
掛
金
剛
胞
に
最
も
大
た
る
影
響
を
輿
へ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
ベ
シ
ユ
ル
の
如
き
は
、
斯
か
る
全

穏
主
義
的
危
経
済
迎
論
の
上
に
立
っ
て
、
貨
幣
信
用
政
策
が
他
の
如
何
な
る
手
段
に
も
優
っ
て
、
枇
舎
の
生
産
カ
を
喚
起
し
且
つ
経

田

誠
何
を
指
導
し
得
る
手
段
た
る
事
を
論
じ
て
ゐ
る
が
、
斯
か
る
全
櫨
主
義
論
者
の
設
は
別
と
し
て
も
、
現
貨
に
猪
逸
に
於
け
る
信
用
政

策
及
び
合
衆
閣
に
於
け
る
ル

1
ズ
ヴ
ヱ
ル
ト
犬
統
領
の
遇
貨
政
策
を
見
れ
ば
、
諸
種
の
経
済
政
策
の
中
で
も
信
用
政
策
が
如
何
に
重

要
な
地
位
を
占
め
る
か
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
又
此
の
事
は
逆
に
、
貨
幣
を
一
の
被
覆
た
ら
し
め
て
、
貨
幣
側
よ
り
粧
品
円
に
何
ら

Sombart j Die Zukunft des Kapitalismus 1932， S. 5・

Poschl; a. a. O. S. 104・
何 o.Spann; Haupttheorien der Volkswirtschaftsleb.re 193~~ 参照。
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積
極
的
影
響
を
奥
へ
ざ
ら
し
め
る
が
如
き
政
策
を
要
求
す
る
中
立
貨
幣
論
が
、
会
〈
自
然
的
自
由
主
義
的
経
済
観
念
の
上
に
立
て
る

事
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

然
ら
ば
信
用
政
策
に
闘
す
る
理
論
は
、
個
人
主
義
的
自
由
主
義
的
左
る
立
場
よ
り
会
鵠
主
義
的
又
は
園
民
共
同
樟
的
立
場
に
移
る

に
従
っ
て
如
何
な
る
鍵
化
を
来
し
た
か
。
己
に
述
ぺ
た
る
が
如
く
、
信
用
の
統
制
が
行
は
れ
十
各
銀
行
が
自
己
の
皆
利
性
と
安
全
性

の
み
の
考
慮
よ
り
信
用
掠
振
を
行
ふ
揚
合
に
は
、
成
程
経
一
昨
の
務
展
に
貢
献
す
る
所
は
あ
っ
て
も
梢
も
す
れ
ば
信
用
掠
張
が
過
度
に

進
み
ナ
空
、
信
用
組
織
の
破
粧
を
来
し
延
い
て
は
恐
慌
に
導
く
危
険
が
あ
る
と
共
に
、
更
に
岡
民
経
済
会
館
の
目
的
左
り
必
要
な
り

を
考
慮
に
入
れ
得
な
い
扶
助
が
存
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
支
抑
準
備
率
の
統
制
に
よ
っ
て
信
用
量
の
制
限
を
岡
山
家
又
は
岡
民
経
済

全
閣
の
指
導
的
立
場
に
委
ね
る
時
に
は
、

清
子
そ
の
比
誕
生
少
な
か
ら
し
め
得
る
の
で
め
る
が
、
而
も
街
信
州
凶
闘
町
山
絞
例
会
開
と
し

で
必
要
な
る
方
聞
に
時
へ
ら
れ
炉
、

唯
安
全
に
し
と
判
明
準
え
た
る
方
尚
之
の
み
犯
山
内
吐
ら
れ
る
事
?
と
冷
コ

c
、
川み

mr川
町
ド
ひ
旧
民

l
i
-
-
i
!
?
t
 

用
が
訣
れ
得
た
い
で
あ
ら
う
。
斯
〈
て
全
館
主
義
の
立
揚
上
り
す
る
信
用
政
策
の
現
諭
が
.
信
用
の
量
的
統
制
の
み
友
ら
十
寧
ろ
そ

の
質
的
統
制
に
最
大
の
関
心
を
排
は
ね
ば
友
ら
ね
事
と
な
る
の
は
首
然
の
勢
と
言
は
ね
ば
友
ら
左
い
。
例
へ
ば
一
闘
が
戦
時
mm
態
に

る
る
場
合
に
は
、
何
上
り
も
先
づ
軍
需
生
産
力
の
撰
大
の
矯
め
に
信
用
機
張
が
行
は
る
可
く
、
本
有
修
口
山
北
川
他
不
急
不
要
の
生
産
の
潟

め
に
は
信
用
授
奥
の
制
限
を
行
は
ね
ば
な
ら
左
い
。
然
る
に
信
用
の
横
張
が
量
的
に
の
み
統
制
せ
ら
れ
て
ゐ
る
だ
け
で
は
、
信
用
は

自
づ
と
利
潤
率
高
き
方
聞
に
の
み
授
興
せ
ら
れ
る
事
と
な
っ
て
、
国
民
会
韓
の
要
望
に
副
ふ
が
如
く
に
は
信
用
興
長
は
行
は
れ
得
友

い
の
で
あ
る
。

斯
〈
て
図
民
経
済
全
躍
の
矯
め
に
信
用
横
張
を
統
制
す
る
に
は
、
換
言
せ
は
全
鵠
主
義
の
立
揚
よ
り
信
用
の
統
制
を
行
ふ
に
は
、

信
用
問
諭
と
其
の
経
済
的
茶
礎

五

新金融理論、第三編。拙著、21) 



信
用
理
論
と
其
の
紹
神
的
一
恭
礎

一
一
六

信
用
撰
張
の
限
度
を
統
制
す
る
と
共
に
正
し
き
方
向
へ
の
信
用
横
張
を
指
導
せ
ね
ば
た
ら
ね
事
と
在
る
。
然
ら
は
全
艦
主
義
的
の
観

知
よ
り
五
し
き
信
用
繍
張
の
限
度
は
奈
遊
に
求
め
ら
る
可
き
か
。
個
人
主
義
の
立
揚
よ
り
す
れ
ば
銀
行
白
躍
の
流
動
性
と
一
一
一
一
ロ
ふ
事
が

信
用
の
量
的
制
限
の
矯
め
の
唯
一
の
制
禦
機
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
今
や
全
館
主
義
の
立
揚
よ
り
は
、
個
々
の
銀
行
の
流
動
性
の
如
き

は
も
H
十
や
問
題
I

己
注
る
も
の
で
は
泣
い
。
銀
行
自
慌
の
流
動
性
の
快
恕
は
、
或
は
岡
家
が
何
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
此
れ
左
補
充
し

符
可
く
、
信
用
目
玉
の
限
度
は
銀
行
の
流
動
性
以
外
の
附
却
に
求
め
ね
ば
な
ら
肉
事
と
な
る
の
で
め
る
。
斯
く
て
ネ
ル
は
一
定
の
閣
川
町
経

済
的
友
る
信
山
本
一
本
F
a
O
L
P
r
z
L
た
る
も
の
を
考
へ
、
此
れ
を
以
て
信
則
被
張
の
量
的
限
度
と
し
た
の
で
る
る
。
邸
ち
彼
の
所
謂
信

担

用
碁
本
と
は
(
一
v
持
働
時
胤
備
軍
の
存
在
と
(
二
)
原
料
品
の
在
高
で
る
り
、
換
言
せ
ば
失
業
者
の
存
在
し
且
つ
休
閑
生
産
設
備
又
は
原

料
の
存
す
る
限
り
は
信
用
嫡
張
の
徐
裕
が
る
る
も
の
と
見
る
の
で
る
る
。
蓋
し
此
の
信
用
装
本
の
存
す
る
限
り
は
、
信
用
撹
張
に
よ

っ
て
生
産
の
増
加
経
済
の
護
展
を
室
ま
れ
得
る
が
、
此
の
限
度
以
上
に
信
用
備
張
を
行
ふ
時
に
は
、
車
に
物
恨
の
騰
貴
を
来
す
の
み
で

あ
っ
て
信
閉
鎖
張
の
目
的
た
る
生
産
力
の
喚
起
従
っ
て
紅
桝
殻
展
は
期
待
せ
ら
れ
得
た
い
と
一
一
面
ふ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ネ
ル
に
よ
れ

ば
、
失
業
統
計
に
よ
っ
て
失
業
者
の
有
無
を
知
り
、
商
業
貿
易
表
に
よ
っ
で
休
閑
生
時
手
段
特
に
原
料
品
の
存
在
量
を
調
査
し
、
夏

に
物
畑
山
統
計
に
よ
っ
て
物
侭
水
準
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
、
国
民
粧
品
川
全
般
の
立
揚
よ
り
必
長
友
る
方
面
へ
信
用
授
興
を
行
ふ
事
が
必

要
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
若
し
利
潤
李
共
の
他
の
諸
事
情
よ
り
私
人
企
業
家
に
於
て
信
用
の
借
手
が
見
出
さ
れ
な
い
時
に
は
、
園
家
白

白

ら
が
借
手
と
し
て
乗
出
さ
ね
ば
友
ら
ね
と
一
言
ふ
。
印
ち
此
れ
に
よ
っ
て
銀
行
及
び
信
用
組
織
は
、
国
民
経
済
的
意
義
に
ゐ
け
る
信
用

基
本
を
管
理
し
て
最
も
趨
宮
友
る
方
向
に
此
れ
を
利
用
す
可
き
責
務
を
呆
し
得
る
事
に
友
る
の
で
あ
る
。
的
ル
カ
ス
も
同
様
の
立
揚

よ
り
、
総
て
の
失
業
者
を
峨
に
就
か
し
め
る
と
共
に
奇
し
く
も
利
用
し
得
可
き
生
産
力
は
綿
ぺ
で
此
れ
守
岡
家
に
必
要
在
る
方
面
の

Noll von der Namer; Der Volkswirt::.chaftIiche Kredil:fonds 1934， S. 10. 
a. a. O. SS. I34， I36， 144 
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産
業
に
利
用
す
可
き
専
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
か
る
休
関
生
産
手
段
が
存
在
す
る
の
は
結
局
信
用
授
奥
の
不
充
分
た
る
事

を
一
不
す
も
の
で
あ
る
と
遁
ぺ
て
ゐ
る
。

成
程
ネ
ル
や
ル
カ
ス
の
弓
一
一
口
ふ
様
に
、

園
民
経
済
に
信
用
撰
張
に
上
っ
て
共
の
生
産
力
を
喚
ぴ
起
し
得
可
き
基
本
が
存
ず
る
限
り

は
、
信
用
按
張
は
正
し
き
限
度
を
守
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
所
謂
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
陥
弓
が
如
き
事
も
友
い
の
で
る
る
が
、

然
し
共
の
信
用
基
本
の
考
へ
方
に
つ
い
て
は
向
検
討
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
例
へ
ば
ネ
ル
に
封
し
て
一
一
一
回
へ
ば
、
彼
は
此
の
信
用

某
木
'
と
し
て
休
閑
弁
働
力
と
休
閑
原
料
等
の
み
を
皐
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
限
定
は
共
の
範
闘
が
飴
り
に
狭
〈
且
つ
形
式

的
に
過
ぎ
る
も
の
と
一
一
一
一
日
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。
先
づ
芥
働
力
及
原
料
以
外
に
も
生
産
力
は
考
へ
得
可
〈
、
更
に
彼
が
労
働
者
の
生
存

基
本
を
考
慮
K
入
れ
宇
し
で
只
原
料
品
の
み
を
考
慮
せ
る
事
が
一
つ
の
快
鮎
で
は
な
い
か
。

又
此
れ
を
詳
仰
に
考
察
す
れ
ば
、
俄
令

統
計
J

よ
り
ん
一
へ
弐
者
や
休
明
州
生
産
千
段
r

村
に
原
料
)

現
存
の
生
産
方
訟
の
巾
で
一
部
分
忙
非
能

~
:
ド
ヨ
同
司
I
b
t目
L
J
L
K
J
-
主
ヘ
ー
一
二
(
一
J
h
口、

t
z
J
J
一イ「干

!
?
L
i
c
!
「

1

率
的
友
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
此
れ
を
改
良
し
て
出
来
得
る
限
り
岡
氏
的
生
産
力
を
焚
展
ず
る
矯
め
に
信
用
横
張
を
行
ふ
事
は
、
彼
の

立
場
よ
り
し
て
も
是
認
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

殊
に
物
的
生
産
力
と
言
ふ
も
の
は
相
営
に
弾
力
性
を
有
す
る
の
み
左
ら

中
、
信
用
摸
張
が
或
は
技
術
の
設
明
及
び
改
良
に
起
因
を
興
へ
る
事
が
考
へ
ら
る
れ
ば
、
生
青
力
延
い
て
は
信
用
鶏
本
を
彼
の
如
く

飴
り
に
物
質
的
に
の
み
考
へ
る
事
は
是
認
し
難
い
一
帯
と
友
る
の
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
リ
ス

2
ト
の
如
く
に
、
岡
足
的
生
産
力
hT-
精
神
的
な

る
も
の
と
考
へ
る
方
が
優
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
此
の
事
は
、
戦
時
緊
急
欣
態
に
於
て
は
、
偲
令
物
的
友
る
休

閑
生
産
力
が
虫
慨
さ
れ
た
場
合
に
も
向
幾
多
の
代
用
口
聞
が
殻
明
せ
ら
れ
た
り
新
ら
し
き
争
原
技
術
が
考
案
せ
ら
れ
て
、
制
労
働
力
の
不
足

ず
ら
解
決
せ
ら
れ
て
ゐ
る
事
賃
上
り
肯
定
せ
ら
れ
可
き
で
は
な
い
か
。
殊
に
我
闘
が
営
面
し
て
ゐ
る
揚
A
口
の
如
〈
、
園
民
経
済
が
そ

信
用
理
論
主
其
の
腕
神
的
某
礎

七
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信
用
理
論
と
其
の
経
済
的
基
礎

i¥ 

れ
に
課
せ
ら
れ
た
る
一
定
の
目
的
を
費
現
す
る
矯
め
に
一
定
方
商
の
生
産
力
の
横
充
が
必
至
の
事
柄
と
も
な
れ
ば
、
形
式
的
及
る
信

用
基
本
の
如
何
を
問
は
や
べ
如
何
に
し
て
も
そ
の
必
要
と
す
る
方
面
へ
の
信
肘
披
張
が
行
は
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
若
し
共

の
結
果
と
し
て
物
慣
が
騰
貴
し
此
の
物
慎
騰
貴
が
許
さ
れ
ぬ
も
の
た
れ
ば
、
比
較
的
不
急
不
安
の
産
栄
よ
り
信
用
の
同
牧
を
行
ふ
事

が
必
市
I
L
l
-

た
る
。
即
ち
全
闘
同
氏
経
桝
の
目
的
資
現
の
矯
め
に
は
信
用
の
量
的
制
限
で
は
伝
く
共
の
流
れ
の
時
換
を
行
ふ
事
乙
そ
最
も

重
要
友
る
信
用
政
策
B
F
一
友
る
の
で
あ
っ
て
、
右
に
考
へ
ら
れ
た
る
が
如
き
信
用
基
本
も
飴
程
弾
力
的
右
も
の
と
見
ら
れ
ね
ば
沼
ら
む

の
で
あ
る
。

要
す
る
に
信
用
政
策
に
於
て
も
、
個
別
経
済
そ
の
も
の
に
主
と
し
て
重
貼
を
置
く
と
云
ふ
思
想
よ
り
次
第
に
金
憾
の
経
済
に
主
眼

を
置
く
と
言
ふ
方
向
へ
向
っ
て
来
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
共
に
物
的
た
恭
礎
の
上
に
立
つ
流
動
性
の
考
慮
が
次
第
に
解
消
せ
ら
れ
て
、

精
神
的
友
要
素
を
加
味
せ
ら
れ
た
る
園
民
的
生
産
力
に
重
黙
が
置
か
れ
る
様
に
な
っ
て
来
た
と
言
ふ
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
而
し

て
、
園
民
経
済
の
全
慌
に
と
っ
て
最
も
必
要
と
せ
ら
れ
る
方
面
へ
の
生
産
力
の
捺
充
が
、
信
用
政
策
の
最
高
の
目
標
と
は
言
ふ
も
の

の
、
共
の
矯
め
の
信
用
横
張
に
も
自
ら
一
定
の
傑
件
が
あ
る
事
は
一
言
ロ
ふ
迄
も
無
い
。
印
ち
信
用
掠
張
の
限
度
は
物
的
左
形
式
的
左
る

も
の
で
は
無
い
が
、

叉
信
用
掠
張
そ
の
も
の
が
此
の
限
度
を
横
大
ず
る
の
で
あ
る
が
、
反
面
に
於
て
一
方
に
信
用
を
掠
張
す
る
事
が

必
歪
で
あ
れ
ば
他
方
に
於
て
信
用
の
収
縮
を
嗣
る
事
、

邸
ち
問
題
が
信
用
の
質
的
統
制
に
あ
る
事
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。
斯
く
て
又
、
個
別
経
消
で
な
く
園
民
経
済
全
健
の
矯
め
の
考
慮
が
高
ま
る
と
共
に
、
他
の
諸
経
済
政
策
よ
り
も
先
づ
先
に
信
用

政
策
が
注
意
せ
ら
れ
る
事
と
在
る
の
で
あ
る
が
、
信
用
政
策
の
み
で
以
て
所
期
の
目
的
が
賓
現
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
た
く
、
他
の
経
済

諸
政
策
が
併
せ
行
は
れ
る
事
を
絶
封
に
必
要
と
す
る
。
卸
ち
信
用
政
策
は
相
官
軍
繭
せ
ら
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
の
で
る
る
が
、
而
も
此
れ



を
過
大
に
諒
慢
し
亡
は
な
ら
ぬ
の
?
あ
る
。

五

結

号日

凡
そ
経
済
理
論
及
び
経
済
政
策
の
基
礎
観
念
に
於
て
個
人
主
義
又
は
会
館
主
義
と
一
言
ふ
も
、
絶
針
的
意
義
に
於
け
る
個
人
主
義
又

は
全
岨
盟
主
義
と
言
ふ
も
の
は
考
へ
得
可
き
も
の
で
た
く
、
共
の
章
一
黙
を
個
人
に
置
く
か
又
は
全
慌
の
経
済
に
置
く
か
で
あ
っ
て
、

そ

れ
は
圏
民
経
済
の
共
の
時
々
の
事
情
に
上
っ
て
影
響
せ
ら
れ
、
更
に
は
世
界
に
於
け
る
各
園
民
経
済
問
の
政
治
的
経
済
的
事
情
に
よ

っ
て
左
お
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
信
用
現
論
も
亦
此
の
規
範
を
免
れ
得
友
い
の
で
あ
っ
て
、
共
の
時
々
の
事
情
に
よ
り
或
は
よ
り
個

人
主
義
的
放
る
信
用
政
論
が
支
配
し
又
は
よ
り
杢
健
主
義
的
な
る
信
用
刷
出
品
酬
が
唱
へ
ら
れ
る
に
過
ず
な
い
の
で
あ
る
。
印
ち
党
づ

児
怖
の
水
質

Jm
何
?
一
山
み
か
伶
つ
「
如
利
た
る
物
が
貨
怖
の
中
比
L
引い

A
E
ゼ
ム
一
る
一
川
き
か
占
-
7
H

ふ
問
題
に
り
い
て
も
、

小-、

j
j
t寸
セ
戸
、
人
明
、

4
Jノ

ρν

匹

〆

『

方

て
貨
幣
た
る
峨
能
を
替
め
る
も
の
を
、
主
と
し
て
個
別
経
済
に
清
服
し
て
考
察
す
る
か
或
は
貨
幣
の
流
通
せ
る
全
部
面
に
主
と
し
着

限
す
る
か
に
従
っ
て
、
異
り
た
る
設
が
打
立
て
ら
れ
ざ
る
を
得
占
な
い
で
あ
ら
う
。
前
者
の
立
帽
切
に
於
て
は
所
謂
金
属
主
義
の
貨
幣
論

が
打
立
て
ら
れ
、
貨
幣
は
素
材
債
値
あ
る
も
の
又
は
そ
れ
を
代
表
す
る
も
の
に
限
ら
れ
て
共
の
他
の
信
用
手
段
と
匝
別
せ
ら
れ
る
事

と
な
る
が
、
後
者
の
立
揚
に
立
つ
時
に
は
所
謂
名
目
主
義
の
貨
幣
現
論
が
樹
立
せ
ら
れ
て
、
貨
幣
た
る
職
龍
を
山
首
む
も
の
は
如
何
な

る
も
の
で
も
例
へ
ば
預
金
通
貨
も
亦
貨
幣
に
包
含
せ
ら
れ
る
事
と
な
る
の
で
る
る
。

又
貨
幣
制
度
に
つ
い
て
見
て
も
、
嘗
て
は
ピ
l

ル
保
例
に
現
は
れ
た
る
が
如
き
個
人
主
義
的
金
局
主
義
的
な
思
想
が
行
は
れ
、
最
近
に
は
管
迎
通
貨
の
思
想
の
如
き
が
盛
ん
と
友
つ

た
の
も
、
結
局
共
の
時
々
に
於
げ
る
園
内
及
び
圏
際
的
の
経
済
情
勢
に
従
っ
て
よ
り
重
〈
個
人
を
見
る
か
又
は
全
健
の
目
的
な
り
意

信
用
斑
論
と
其
の
根
内
的
茶
礎

九



信
用
理
論
と
其
の
h
m
J
間
的
恭
旋

C 

志
た
り
を
よ
り
高
く
評
慣
す
る
か
に
因
由
す
る
も
の
で
る
る
。
殊
に
信
用
政
策
に
於
て
は
此
の
傾
向
は
一
府
担
〈
、
個
人
の
同
巾
活

動
に
よ
っ
で
調
和
あ
る
経
務
の
発
展
を
期
待
し
得
可
き
某
礎
的
情
勢
が
存
ず
る
場
合
に
は
、
政
策
は
精
々
偲
人
前
動
の
行
過
v
d
h
f
防

禦
ぜ
ん
と
す
る
が
如
き
も
の
に
過
ぎ
友
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
世
界
の
情
勢
に
よ
っ
て
一
の
闘
民
経
桝
が
一
定
の
目
的
責
行
を
課
せ

ら
れ
た
る
が
如
き
揚
合
に
は
、
政
府
又
は
図
民
経
作
全
惜
の
指
導
的
立
場
が
此
の
目
的
賢
明
の
錫
め
に
す
る
信
用
政
策
を
高
調
し
叉

は
此
れ
を
開
山
附
け
ん
と
す
る
幾
多
の
設
が
去
は
れ
来
る
も
の
で

b
る。

私
付
本
一
紛
に
於
て
此
ι
庄
司
の
諸
駐
を
吟
味
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
酬
明
っ
て
我
図
現
下
の
欣
勢
を
聞
み
る
に
、
支
那
事
獲
を
有
意
義

に
解
決
し
て
東
亜
新
秩
序
を
建
設
す
る
と
云
ふ
岡
民
経
済
全
慌
に
課
せ
ら
れ
た
る
最
高
目
標
が
打
完
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の

目
的
貿
現
の
過
程
に
於
て
先
づ
打
立
て
ら
れ
た
る
政
策
は
事
務
首
一
初
以
来
の
臨
時
資
金
調
整
法
で
あ
り
、
此
れ
と
そ
園
民
経
桝
全
鰹

の
矯
め
の
信
用
政
策
に
他
な
ら
左
い
の
で
ち
る
。
叉
斯
か
る
意
味
の
信
用
政
策
は
今
後
如
何
に
設
展
し
行
く
可
き
や
闘
り
知
り
得
た

い
の
で
あ
る
が
、
悲
に
注
意
す
可
き
は
、

よ
り
強
く
金
槌
主
義
化
し
た
る
経
済
組
織
の
上
に
立
て
ら
れ
た
る
全
儲
主
義
的
信
用
理
論

を
、
経
済
の
根
底
に
於
て
未
だ
個
人
主
義
的
要
素
を
股
却
せ
ざ
る
園
民
経
済
に
用
ふ
る
場
合
に
は
、
品
問
稗
慎
重
左
る
熊
度
が
持
せ
ら

れ
ね
ば
な
ら
ね
と
言
ふ
事
で
あ
る
。




